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要旨
　本研究では、日本人構成員が外国人構成員より少数である理工系研究室を取
り上げ、多言語多文化の環境にある研究室において、日本人構成員・外国人構
成員が研究室をどう捉えているかその特徴を明らかにすることを目的とする。
調査の結果、構成員の理解可能な言語やその言語能力に差はあるが大きな言語
問題につながっていないことが明らかとなった。また、構成員の多様な言語的・
文化的背景により研究室に多様性が生まれ、開放的な雰囲気を築いていた。
1．背景と目的
　今日、日本国内の大学機関では日本人のみならず様々な国から来日した留学生や研究者
が共に研究活動を行っている。なかでも理工系の学生は、一般的に「研究室」というコミュ
ニティに所属しそこで研究活動を行い、一日の大半を研究室で過ごすことも多い。そのた
め、研究室の構成員と円滑にコミュニケーションをとり関係をうまく保つことは研究活動
にも影響することから重要であると考えられる。
　理工系研究室の中でもその実態は様々であるため、理工系研究室の研究室コミュニティ
とはどのようなものか、また研究室コミュニティの問題やそれを生み出す要因は何である
かを断定することは難しい。これまでの研究では、日本人学生が多い研究室を対象にした
研究が行われてきたが、日本にある研究室であっても、場合によっては日本人が留学生よ
りも少ない研究室も少なからずあると思われる。このような研究室においては、研究室で
のコミュニケーション、研究室内の雰囲気、また直面している問題も異なると予想される。
そこで本研究は、外国人が日本人より多い研究室を取り上げる。そのなかで、研究室の日
本人構成員、外国人構成員それぞれが研究室をどのように捉えているかその特徴を明らか
にすることを目的とする。多言語多文化の環境にある研究室においては、外国人構成員が
抱える言語問題や適応の問題のみならず、日本人構成員にもそのような環境で生じる言語
問題や彼らをどのように受け入れるかなどといった課題が考えられるため、双方の視点か
ら彼らが研究室をどう捉えているかを見ていく。
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2．先行研究
　これまで理工系研究室に関する研究では、言語面に注目した研究（三牧 2006b、田崎
2007a、田崎 2007b）や、留学生の研究室への適応に注目した研究（米田 1997、ソーヤー
2003）、研究室構成員の関係性に着目した研究（服部 2006）などがある。三牧（2006b）では、
日本語中心型や日本語・英語混在型の二つの研究室を調査の対象としているが、研究室内
の使用言語は各研究室により決められていることが予想できる。従来の研究では留学生が
日本の研究室に参加するにあたり困難な点やその要因について分析したものが多く見受け
られ、調査の対象となった研究室の多くは日本人構成員が多数でありそのなかに留学生が
少数参加しているものであった。三牧他（2006）が実施した共同調査でも、日本人学生が
多数派の研究室が対象になっている。同研究では近畿地方のある総合大学の理工系研究科
のうち、専攻が異なる二つの研究室（研究室 A、研究室 B）を対象にフィールドワークや
インタビューを行った。研究室 A は、学生 18 名の中で留学生は 2 名である。また、研究
室 Bでも 2006 年 1 月の時点で学生 20 名のうち留学生が 8名であり、両研究室共に日本人
学生の方が多い。インタビューを通し、研究室構成員に対して日本人学生が持つ意識を
聞いた結果、日本人はホストであり留学生はゲストであるという意識が観察された（服
部 2006）。その例として、雑用などを留学生にはさせず、日本人学生が日常の雑務や役割
を担うこと等があった。また、理工系研究室文化における規範意識として、授業の有無に
関わらず学生はいつも研究室に顔を出しているべきだ、研究や専門に関して簡単な質問は
直接先生に聞くべきではない等が見られた（内藤（都築）2006）。このような規範意識は、
日本人学生の数が多いため、日本人学生の規範がそのまま研究室に適用されていると考え
られる。
　本研究では、同じ理工系の研究室でも留学生が多い研究室を観察することによって、留
学生が多数派の場合、研究室構成員が研究室をどう捉えているか、どのようなコミュニケー
ションの意識や役割意識を持っているのかを見ていく。
3．調査概要
3．1　調査方法
　本研究の対象研究室は、関東地方における総合大学の理学研究科に所属する研究室であ
る。研究室の選定にあたり、まず同一大学の異なる理工系研究室に所属する留学生 5名に
対し、研究室内での活動や言語問題などがあるかどうかについて聞き取り調査を行った。
それをもとに、研究室の構成員に占める留学生数が日本人学生よりも多い研究室として本
研究の対象研究室を調査対象希望として絞った。その上で、本調査対象となった研究室の
責任者である教授を訪ね、本研究の趣旨と協力依頼の範囲を説明し、協力への承諾が得ら
れた。
　本調査は 2012 年 7 月から 8 月にかけて行われ、最初の 1 週目は対象となる研究室の全
体的な情報を把握するため、研究室に自由に出入りさせてもらい、調査者 2名 1組となっ
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て参与観察（ネウストプニー 2002）を行った。また、研究室で週に 1 度行われるゼミに
も同席した。調査者がフィールド・ノーツ及びフィールド・ダイアリーに記録するとともに、
ビデオ・IC レコーダーによる録画・録音を行った。そして、研究室構成員のうち 8 名を
対象に半構造化インタビュー（村岡 2002）を行った。対象者は参与観察で得られた情報
から、研究室在籍期間、日頃の研究室での滞在時間、ゼミでの様子、使用可能な言語等を
考慮し、様々な立場の構成員を選んだ。個別に行ったインタビューでは、主に研究室に対
する意識や、言語選択および研究室でのコミュニケーションなどについて質問し、彼らが
認識している役割についても確認した。インタビュー時の使用言語は、調査協力者の言語
能力に応じて、日本語あるいは英語とした。
3．2　調査対象
3．2．1　対象研究室について
　調査を行った研究室は、衛星画像をもとに環境に関する研究が行われており、学生各々
が研究テーマを持ち研究に取り組んでいる。研究室に毎日来なければならないという義務
はなく、研究室へ来る頻度は一人ひとり異なるが、週に 1度行われるゼミへの参加は義務
づけられている。研究室構成員は日本人学生よりも留学生が多く、日常的なコミュニケー
ションは各々が理解できる言語で行われている。ゼミでの研究発表では、日本語あるいは
英語を使用することができるが、資料は英語で作成するよう教授が学生に課している。
　研究室構成員が主に使用する部屋は 2 つあり、学生一人ひとりに割り当てられた机や、
情報を共有する掲示板として用いられるホワイトボードがある「学生部屋」と、研究のた
めにコンピュータを使用する際に用いられる「コンピュータ室」である。その他に、ミー
ティングなどに使用される部屋とゼミの際に使用される部屋がある。
　また、研究面以外での研究室のイベントとして、教授と学生が皆で集まって食事などを
する機会が不定期にある。
3．2．2　調査対象者
　研究室は教授と秘書のほかに、研究員、外国人研究者および博士課程、修士課程、学部生（4
年）、短期交換留学生、研究生の計 21 名によって構成されている。その詳細は以下の表 1
に示されているように、外国人が 15 名で全体の 7割を占めている。研究室内で使用する言
語は、特に決められておらず、全体に向けて話すときには英語が用いられるが、個々人の
間で話すときには互いの共通言語が用いられている。また、留学生の日本語能力において
は個人差が大きく、ほとんど理解できない人もいる。英語については全員が使用可能である。
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　　＜表 1：研究室構成員の詳細＞
構成員 身分 / 学年 性別 国籍 来日時期 研究室
参加時期
［教授 P］ 教授 男 日本 ― 1990 年頃
［秘書 S］ 秘書 女 日本 ― 2009
［研究員 R］ 研究員 男 ベトナム 2005.4 同左
［US］ 外国人研究者 男 アメリカ ＊ ＊
［日 D5］ 博士 5 年 男 日本 ― 2005
［留 D5］ 博士 5 年 女 中国 2005.4 2008.4
［留 D3］ 博士 3 年 男 中国 2007 2008
［CH1］ 博士 3 年 女 中国 ＊ ＊
［CH2］ 博士 2 年 女 中国 ＊ 2009
［留 D1］ 博士 1 年 男 イラン 2011.11 同左
［J1］ 博士 1 年 男 日本 ― 2012.4
［CH3］ 修士 2 年 女 中国 2010 2011
［CH4］ 修士 2 年 女 中国 ＊ ＊
［CH5］ 修士１年 男 中国 ＊ ＊
［VI］ 修士１年 男 ベトナム ＊ ＊
［NE］ 修士１年 男 ネパール ＊ ＊
［HU］ 短期留学生 男 ハンガリー 2011.10 同左
［CH6］ 短期留学生 男 中国 2011.10 同左
［CH7］ 研究生 女 中国 ＊ ＊
［日 B4］ 学部 4 年 男 日本 ― 2012.4
［J2］ 学部 4 年 女 日本 ― 2012.4
　　　　注：網掛けはインタビュー調査の協力者である。＊は確認できなかった項目である。
4．結果と考察
　調査結果については、「日本人構成員」と「外国人構成員」の大きく 2 つのカテゴリー
に分け、以下 4つの項目を見ていく。
　1．研究室環境に関わる意識
　2．研究室内でのコミュニケーションに対する意識
　3．研究室内での役割意識
　4．ゼミへの参加に関わる意識
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　まず、「1. 研究室環境に関わる意識」は、研究室環境に関わる様々な意識について取り
上げ、「2. 研究室内でのコミュニケーションに対する意識」は、研究室構成員とのコミュ
ニケーションで日頃意識していることを取り上げる。「3. 研究室内での役割意識」は各々
が認識している自身の役割について、そして「4. ゼミへの参加に関わる意識」は、主に
ゼミでの言語問題に関する意識について焦点を当てる。
4．1　日本人構成員
4．1．1　研究室環境に関わる意識
　まず、博士課程 5年の［日 D5］、学部 4年の［日 B4］の発言から見ていく。研究室に外
国人構成員が多く日本人構成員が少ないという環境について彼らが持つ意識や、このよう
な研究室環境への適応に関わる意識を取り上げる。
＜例 1 ＞［日 D5］の発言
留学生の研究室という意識はそんなに最近はあまりしていなくて、普通に、留学生とか
日本人とか関係なく仲の良い人とは喋る。
　「留学生の研究室という意識はそんなに最近はあまりしていない」という発言から、
外国人構成員が多い環境を特に意識していないようである。［日 D5］は、研究室所属期
間も 7年と長く、外国人構成員が多い研究室の環境が日常となっているためであろう。
＜例 2 ＞［日 D5］の発言
（研究室に来て）はじめはちょっと戸惑ったんですけど、でも、ちょうど来たときに、
来たときというのは日本語話せる人がもっと多かったような気がするんで、それで向こ
うから日本語で話しかけてくれたので、日本語で会話した。（中略）日本人がいなくて、
戸惑ったって感じ。
　＜例1＞では、現在の研究室環境に関わる意識であったが、一方で［日D5］が研究室に
来たばかりの頃は、留学生が多い研究室に戸惑ったようである。［日D5］は多様な国籍の
構成員がいる研究室のなかで、日本人が少ないという環境に適応していったようだ。
＜例 3 ＞［日 D5］の発言
［日 D5］
ここはあの、イスラム教の学生が多いんで、なんかみんな定期的にお祈り
に行くんでちょっと面白かった。
調査者 それはイスラム教の学生だけ行って、まわりの人も誘ったりとかは？
［日 D5］
いいえ、イスラム教の学生だけで集まって、その時間になると皆でお祈り
して。
調査者 うん、それは面白い？
［日 D5］ 面白いです。男の学生と女の学生が別というのも面白い。
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　また、［日 D5］は研究室で過ごすなかで、他の構成員が宗教のお祈りに行くという出
来事に触れ、自分と異なる宗教に対し異文化を意識しているようである。
＜例 4 ＞［日 B4］の発言
比較的に外国の方がフランクなのでそれが自然だなと感じていて、それはすごくいい影
響なんだなーと、人付き合いに力が抜けたというか、少し楽になったかなと思いました。
　研究室に所属して半年未満の［日 B4］は、研究室に所属するまで留学生との接触は
あまりなかったようだが、研究室で外国人構成員と接するなかで、人付き合いに力が抜
けよい影響であると捉えている。
＜例 5 ＞［日 B4］の発言
日本だと礼儀とかがすごい細かいじゃないですか。なので、ああいうところが少しラフ
でいいんだなっていう。最初は僕分かってなくて、礼儀とか気にし過ぎて、いまいちど
う外国の方に接していいかわからなかったんですけども、でも最近だいぶ外国の方もそ
ういう細かいところは、ラフなところがあるんだなってわかってきたので、じゃ自分も
ラフでいいんだと思って。
　［日 B4］は、「日本では礼儀が細かい」と捉えているが、日本人よりも外国人が多い
この研究室で、最初は彼らに対しどう接するべきなのかわからなかったようである。ま
た、研究室に所属する前は留学生との交流があまりなかったとも報告している。［日
B4］は研究室に所属したことにより外国人との接触経験が増え、外国人に対する接し方
を探っているようである。
　また、［教授 P］は研究室の構成について以下のように話している。
＜例 6 ＞［教授 P］の発言
どの国から来るかというのが、バラエティに富んでる時と、偏ってる時とでは、やっぱ
り雰囲気が違ってきますね。ちょっと数年前は A 国籍（特定の国）が多かった時期が
あったんですよ。いろんな国からじゃなくて。（中略）今はバラエティに富んでいるの
で、バラエティに富んでいる方が運営しやすいですね。
　研究室構成員の国籍がバラエティに富んでいる時と偏っている時とでは研究室の雰囲気
が違ってくると感じているようである。また、調査時の研究室は研究室構成員の国籍がバ
ラエティに富んでおり、それが研究室の運営のしやすさにもつながっているようだ。
4．1．2　研究室内でのコミュニケーションに対する意識
　博士課程 5 年の［日 D5］、学部 4 年の［日 B4］、そして研究室で週 2 度仕事をしている
日本人の［秘書 S］の発言を見ていく。彼らが外国人構成員とコミュニケーションをとる
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上で意識していること、またこのような研究室環境でのコミュニケーションで意識してい
ることを取り上げる。
＜例 7 ＞［日 D5］の発言
通じない時は英語で、なんとかして、辞書引いたりとかしてなんとか通じさせようとか
はしてます。
　［日 D5］は、言葉が通じない時にも辞書を引くなどして意思の疎通を図ろうとしてい
るようだ。研究室構成員の使用できる言語やその言語能力は様々であることから、この
ようにしてコミュニケーション上の問題に対処しているようである。
＜例 8 ＞［日 B4］の発言
今日聞かれたのが、「夏休みはどうですか？」と聞かれて、僕の中ではいろいろ渦巻いて
しまって、うまく言葉にできなくて、“so so”って「まあ、まあだよ」って答えて、や
り過ごすみたいな（笑）やっぱりうまく気持ちを表現できないですよね、英語だったら。
なのでその辺は歯がゆい思いはする時はありますけど、気持ちですね、気持ちの表現が
難しいですね。例えば、事実を伝えることだったらできますけど、研究でこういうとこ
ろはうまくいかないんですとかは簡単にできますけど、自分の気持ちは表現が難しい。
　［日 B4］は、研究室メンバーとのコミュニケーションで言葉が通じないことは「しょっ
ちゅうある」とも報告し、＜例 8＞のように伝えたいことがうまく英語で表現できず歯
がゆい思いをすることもあると報告した。
　また、研究室に週に 2 度来て仕事をしている［秘書 S］も学生と普段コミュニケーショ
ンをとっており、以下のように話している。
＜例 9 ＞［秘書 S］の発言
わたしたちはやっぱりわからない言葉っていうのをお互いの国でそれでただ集まってい
るっていうのを逆に認識する方がわたしはいいと思ってるんですね。で、あの、実はう
ちの研究室の生徒さんも英語は堪能な方もいれば、さっきおっしゃったように英語がま
だ聞き取りにくかったりとかっていう子もいます。で、わたしも英語は全然 Yes I am
とか Yes I do くらいの基礎英語しかできません。ですが、やっぱり大事なのはコミュ
ニケーションをとりたいっていう意思表示だと思うんですね。
　［秘書 S］は、様々な国から人が集まっているという認識を持ち、理解できる言語も
様々であることを受け入れたうえで「コミュニケーションをとりたい」という意思表示
をすることが重要であると考えている。
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4．1．3　研究室内での役割意識
　博士課程 5年の［日 D5］、学部 4年の［日 B4］の発言を見ていく。彼らが研究室におけ
る自身の役割にはどのようなものがあると考えているのかを取り上げる。
＜例 10 ＞［日 D5］の発言
・日本語母語話者としての意識
日本人が少ないんで、いろいろ日本語の書類書いたりとかそういうのはやってあげなくちゃ
いけないことがあって。（中略）最近はあまり、なんか僕が忙しくしてるんであんまり聞い
てはこないんですけど、最初の（研究室に）入った頃というのは、皆がいろいろ書類持っ
てきてこれ書いてとか訳してとかって言われててそれで色々やってたんですけど。
　［日 D5］は母語話者としての自分の役割を認識し、留学生の書類を書いたり訳したり
するなどして留学生に対するサポートも行っていたようである。
＜例 11 ＞［日 B4］の発言
・後輩としての意識
やっぱり、今僕が一番下ですから、そういう掃除とか片付けという、ゴミ捨てとかもよ
くやるんですけど、そういうのはやはり、僕の仕事だなと思っています。やはり、研究
面では知識とかはあまり提供できないので、その代わり、掃除とかをして環境を整え
る、研究しやすいような。それは自分の役割だと思っていますね。
　［日 B4］からは、後輩としての役割意識が見られ、研究面で研究室に貢献することが
できない代わりに、研究と関連のない掃除やゴミ捨てなど研究室環境を整えることが自
分の仕事であると考え率先して行っている。
4．1．4　ゼミへの参加に関わる意識
　本調査を行った研究室では、週に 1度ゼミが行われており、研究室に所属するすべての
学生と教授が出席し、修士課程および博士課程に在籍する学生が主に各々の研究の発表を
行っている。発表時に口頭で使用する言語は英語あるいは日本語であるが、日本語で話す
場合は、パワーポイントとレジュメを英語で作成することになっている。ゼミの進行は教
授が主に英語を用いて行い、発表後の質疑応答は教授と発表者のやりとりが一通り終わっ
た後に、他に質問などがある学生と発表者のやりとりが行われる。
　ここでは、博士課程 5年の［日 D5］、学部 4年の［日 B4］がゼミの場で発言することに
対してどのような意識を持っているか、また、教授はゼミに対してどのような方針を持っ
ているのかを取り上げる。
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＜例 12 ＞［日 D5］の発言
［日 D5］
日本語の場合は大体、コメント出そうとかはしてるんですけれども、英語
の場合はやっぱり［研究員 R］さんに任せちゃう。
調査者 なんかあったんですか。
［日 D5］ いや、別に何かあったわけじゃないですけど、あまり通じない時があるんで。
調査者 ありました？通じなかったりとか。
［日 D5］ まあ、あったりなかったり。
調査者 で、あったときにどういう解決？自分なりの
［日 D5］
あったときは、そのまま、そのままというか、まあ通じなかったから。そ
う、まあいいやという感じで。
　日本人である［日 D5］の「日本語の場合は大体、コメント出そうとかはしてるんで
すけれども、英語の場合はやっぱり［研究員 R］さんに任せちゃう」という発言から、
日本語の場合はコメントを出すようにし英語の場合は他の人にコメントを任せているよ
うであり、質疑応答で発言する際は言語による影響も少なからずあるようだ。
＜例 13 ＞［日 B4］の発言
ゼミは確かに発言する時はやはり英語でしゃべらなければならないんだろうなあという
プレッシャーももちろんあります。それで、言いにくいなというのもあります。けど、
それよりも、僕は今配属されて間もないので分からないことが多いですね、分からない
んですけど、何が分からないのかも分からないですね。知識が圧倒的に足りないので。
ですので、僕の場合は、質問する段階ではないんですね、本当に今いろいろ聞いて知識
を蓄える段階です。
　この発言の中で［日 B4］は、内容をまだ理解していないこと、言語による問題があ
ることの 2点を挙げており、無理に何か発言するのではなく、まずは発表を聞いて知識
を蓄えようとしているようだ。
　また、ゼミに対する教授の方針は＜例 14 ＞ ＜例 15 ＞のようなものであり、研究室メ
ンバーのゼミに対する捉え方にも影響を与えるものであると考えられる。
＜例 14 ＞ ［教授 P］の発言
ぼくの方針は、ドクターの学生に焦点を当てているんですよ。ゼミでも。それで、マスター
以下の学生は、そういうもんだなと、接してくれて感じ取ってくれればいいかなと思って
るわけ。つまり、全部理解しなくてもいいと思っている、はっきり言うと。（中略）細かい
知識っていうのは、その場その場で完全に理解しなくてもいいと考えているわけ。
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＜例 15 ＞［教授 P］の発言
自分がやってる研究の発表をさせて、それについてコメント言うんですけど、研究の進
め方とかね。テーマの選び方とか、そういう本質的なことから、発表の仕方とか、簡単
なことを言えば、スライドが小さいとかそういう共通的なことは、時々言いますけど
ね。参加している学生全部のためを考えて言いますけど、その発表していることの内容
そのものについてはみんなに理解しなさいとは言ってないし。
　＜例 14 ＞より［教授 P］は、ドクターの学生に焦点を当てて研究室運営を行ってい
ることがわかる。また、ゼミは発表者の発表内容を皆で共有しディスカッションを行う
というよりは、研究の進捗状況を報告し教授や研究内容がわかる他のメンバーとの意見
交換の場であるようだ。ただし、＜例 15 ＞にあるように、ゼミという発表の場を通し
て、発表の仕方など他の学生も学ぶべきことがあればそれは全体で共有しているようで
ある。
　次の＜例 16 ＞は、ゼミで使用する言語に関する教授の方針についてである。
＜例 16 ＞［教授 P］の発言
調査者
例えば発表は日本語でも、レジュメは英語にしなきゃいけないという決ま
りはありますか？
［教授 P］
それは、ぼくは一時学生に伝えたことありますよね。日本語で発表するん
だったら、レジュメは英語にしてくれと、伝えたことあります。スライド
は PPT は英語に書いてくれと。だから、日本語であっても、英語の訳を下
につけるとか、そういう要求をしたことありますね。（中略）やっぱり留学
生が、日本人もいるから、両方分からない、言葉は片方しかわからない人
いるから、発表する時は必ず両方書いてくれと、日本人学生は日本語書い
て英語書いて、日本語書いて英語書いてってやってましたからね。結局な
んでしょうね。相手の言語能力を見て、わからないことないように配慮す
る、そういうルールですかね。
　この発言からゼミの発表を日本語で行う場合は、レジュメ、パワーポイントは英語で
書くよう教授が学生に課していることがわかる。それは、留学生の中には日本語がわか
らない学生がいるため、相手が分かるよう配慮するという方針に基づいているようだ。
　また、＜例 12 ＞＜例 13 ＞では、［日 D5］と［日 B4］のゼミでの言語問題について触
れたが、ゼミにおける言語問題について［教授 P］は以下のように捉えている。
＜例 17 ＞［教授 P］の発言
調査者
大体英語でゼミをやってると思うんですけど、今までで英語あまり分から
なくて、研究面で分からないというより、言語面でわからなかったという
こと、ありましたか？
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［教授 P］ そういう学生いると思いますよ。
調査者 今も？
［教授 P］
今もいると思いますよ。言語面で。あると思いますね。それは、両方ですね。
今のポスドクのベトナム人は英語なんですね。日本語があまりわからないで
すよ。だから日本語で発表してるのは、やっぱりわからないところは、たく
さんありますね、現に。逆もあると思いますね。英語で発表してて、英語が
得意でない。でも英語で発表して、ほとんど英語わからない、卒論生はわか
らないかもしれないけど、どうでしょうね。どちらかといえば、言語が障害
というよりも、中身が分からない障害のほうが多いと思いますね。
 ［教授 P］はゼミで使用される言語が理由で発表がわからないという問題もあると考え
ているが、それよりも研究内容について理解できるかどうか、研究分野についての知識
を持っているかどうかが発表内容の理解に関わっていると考えている。
 
4．2　外国人構成員
4．2．1　研究室環境に関わる意識
　まず、博士課程 5年の［留 D5］、博士課程 3年の［留 D3］の発言から見ていく。外国人
構成員として、様々な国籍の構成員が多い研究室環境をどう見ているか、またこのような
環境の中で意識していることを取り上げる。
＜例 18 ＞［留 D5］の発言
この研究室はわたしは好きですね。なぜかというと結構自由な雰囲気の感じですね。あ
まり、みんな静かで話さない研究室ではないし、自由でみんなプレッシャーもないし、
誰とでも話せるという雰囲気とは言えますね。
　［留 D5］は、研究室が自由な雰囲気であると話し、誰とでも話せる雰囲気を持ってい
ると肯定的に捉えている。
＜例 19 ＞［留 D5］の発言
なぜかみんないろんな国籍を持っているじゃないですか。そうすると、やはりバラエ
ティ的に性格的にもいろんな性格もあるし、話しやすい感じはしますね。
　［留 D5］は＜例 18 ＞で「誰とでも話せる雰囲気」であると述べていたが、さらに研
究室構成員がいろいろな国籍であるため、いろいろな性格があり話しやすい感じがする
と話している。
＜例 20 ＞［留 D3］の発言
うちの研究室はそこまで、そうですね。まあそれも日本の研究室っぽくないとこです
ね。そうですね、みんなフレンド。お友達みたいな。
90
日本人構成員・外国人構成員による理工系研究室の捉え方（阿部他）
　調査者が研究室内での上下関係はどうか質問した際に、［留 D3］は上記のように答え、
上下関係があまりないと指摘した。また「日本の研究室っぽくない」という発言から、
日本の研究室でははっきりとした上下関係が存在すると考えられているがそのような研
究室ではないということを指していると考えられる。
＜例 21 ＞［留 D3］の発言
［留 D3］ 一応日本の研究室ですけど、やっぱちょっと違うんですね普通と。
調査者 それはどういうところで思うんですか？
［留 D3］ 私は別にいいと思うんですけど、日本の研究室とは言われてもメインは英
語だし、ちょっとなんか違うんですよね。なんでか多分普通の日本の研究
室より違うような感じがしますね。
　また、［留 D3］ははっきりとした理由は述べていないが「普通の日本の研究室」とは
違うというように感じているようである。［留 D3］はこの研究室に参加する前、日本に
ある他大学の研究室で 1年間勉強していたそうで、その経験も [留 D3] の「日本の研究
室」に対する捉え方に影響を与えているものと思われる。
　また、構成員の宗教に対する配慮として、＜例 22 ＞や＜例 23 ＞が挙げられる。
＜例 22 ＞［留 D5］の発言
例えばパーティーをする時にお酒とか飲まない人がいるじゃないですか。そうすると、
メインはお茶とかジュースとか、みんながいる時お酒は飲まない、決まっていないけど
大体そんな感じですね。
　［留 D5］は宗教上食べられないものがある研究室構成員がいることに配慮し、パー
ティーをする時にお酒を飲まないなど、決められてはいないが意識していることがある
と報告している。
＜例 23 ＞［留 D3］の発言
イスラム教の人がいるじゃないですか。お土産を持って行くとき、ちょっとチェックす
る。肉とか「ちょっと、これいいすか？」って。やっぱそこらへんは気にするとか、気
を遣うとか。
　また、［留 D3］も同様に、おみやげを持っていくときに食べられるかどうかを確認す
るなどの宗教上の配慮をしているようである。
4．2．2　研究室内でのコミュニケーションに対する意識
　研究員の［研究員 R］、博士課程 5 年の［留 D5］、博士課程 1 年の［留 D1］の発言を見
ていく。彼らが他の構成員とコミュニケーションをとる際に生じる、通じないなどの言語
問題に対して意識していることや言語使用に対する意識、またコミュニケーションの取り
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方に対する意識を取り上げる。
＜例 24 ＞［研究員 R］ 
Because now I already stay here for long time, so if I don’t understand 
something, I will ask again again again again. So I will understand it.
　［研究員 R］は、学生からよく研究について相談されることがあるそうで、＜例 24＞で
は、何か相手の発話でわからないことがあれば何度も何度も聞いて理解すると報告した。
＜例 25 ＞［留 D5］の発言
［留 D5］
例えば相手が言ってることを私がわからない場合があるじゃないですか。
そのときにできるだけゆっくり相手がわかるまで、あと A さん（研究室構
成員）とかも英語で言っても一人ひとりアクセントがあるじゃないですか。
調査者 そうですね、例えば話してもわからなかった場合はなかったですか。
［留 D5］ いや、そこまではなかったです。大体はわかります。大体は解決します。
　［留 D5］は、母語や中国語の他、英語や日本語も堪能であり、相手によって様々な言
語を使い分けているが、相手が言っていることがわからない場合はできるだけゆっくり
話すようにしており、コミュニケーションをする上で通じないというような言語の問題
はあまりないと捉えているようだ。
＜例 26 ＞［留 D5］の発言
できるだけみんなが分かる言葉で、もちろん、二人の間でしたらそれでいいですけど、
例えば、みんなで相談する場合はみんなが通じる言葉を使おうということは心がけてい
ます。
　また、［留 D5］は一つの国の人が多いとその国の言葉が使われるので、皆で相談する
場合は皆が理解できる言語を使おうと意識している。
＜例 27 ＞［留 D1］の発言
Fortunately, I don’t have any problem, but something I have problem…I doesn’t have 
many…I don’t have experience and many hard problem, fortunately. But sometimes if 
I  have problem, *### writing, some students translate it for me, for example, some 
paper for, to my box and the post, and I show it to some students which is used to 
paper, used to paper.                    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*### は聞き取りができなかった箇所である。
　［留 D1］は日本語がほとんどわからず、普段研究室構成員とは英語でコミュニケー
ションをとっているが、言語による問題はあまりないと意識しているようだ。
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＜例 28 ＞［留 D1］の発言
If any person coming, can come back and then see who is it coming automatically, 
automatically when they coming, but something it is a little, like umm but 
Japanese and Chinese no.
　＜例 27 ＞では言語面ではあまり問題がないと報告したが、この＜例 28 ＞で［留 D1］
は、母国では教室や会社で一人ひとりにあいさつをし、誰かが部屋に入ってくれば誰が
入ってきたかを見てあいさつをするが、研究室では、日本人と中国人はそのような行動
をしないと報告し、 “It’s depends on the culture”（文化によるもの）であると認識
している。また、作業に集中できるという点では肯定的に捉え、コミュニケーションが
始まらないという点では否定的に捉えている。
4．2．3　研究室内での役割意識
　研究員の［研究員 R］、博士課程 5 年の［留 D5］の発言を見ていく。彼らが研究室にお
ける自身の役割にはどのようなものがあると考えているのかを取り上げる。
＜例 29 ＞［研究員 R］の発言
・研究員としての意識
I am like a... I manage about a technique, and maybe we can say that is a technical 
advisor.
　［研究員 R］は、自分の役割をテクニカル・アドバイザーであると認識し、先生の仕
事やプロジェクトの技術的なところを手伝うこと、学生の相談に乗ることが自分の役割
であると考えていた。実際［研究員 R］は、研究分野における知識が豊富であるため学
生から相談されることも多いようである。また、学生の多くが［研究員 R］に相談に行
く理由として［日 D5］のインタビューでは、［研究員 R］の研究室在籍期間が長いこと
と、専門分野について知識があることが挙げられた。
＜例 30 ＞［留 D5］の発言
・先輩としての意識
先輩のほうが後輩の面倒を見なきゃならないという感じですね、私にも結構いろんな相
談は来るんですが。
　［留 D5］の場合、自身が博士課程 5 年で後輩からよく相談を受けており、研究室の先
輩は後輩の面倒を見なければならないという意識を持っている。また、［留 D5］は後輩
の研究に関する相談にも乗っているが、研究面だけではなく、新しく来た留学生に対し
て日本の文化や日本語、日常生活について聞かれることもあるようだ。研究室に新しく
入ってきた留学生の個人チューターも行っており、チューターとして一緒に区役所に行
くなどの手伝いも行っていた。新しく来た留学生へのサポートという点では、［日 D5］
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が日本語母語話者として認識している役割と似ている。日本での生活および研究室での
生活も長く、4言語がわかる［留 D5］は、サポートを受ける側の留学生ではなくサポー
トをする側の留学生であるようだ。
4．2．4　ゼミへの参加に関わる意識
　研究員の［研究員 R］、博士課程 5 年の［留 D5］、博士課程 3 年の［留 D3］、博士課程 1
年の［留 D1］の発言を見ていく。［研究員 R］と［留 D1］は日本語があまりわからないが、
ゼミの発表が日本語で行われた場合、そこで生じる言語問題に対し彼らがどう意識してい
るのかを取り上げる。また、［留 D5］と［留 D3］の発言から、ゼミで発言する場合としな
い場合についてその大きな要因はどこにあると考えているのかを取り上げる。
＜例 31 ＞［研究員 R］の発言
調査者 1
In seminar, some people presentation in Japanese, but the resume,　 
resume だっけ paper written in English? 
［研究員 R］Yes. 
調査者 1 How do you understand their presentation? 
［研究員 R］
Uh…something like that, almost student if they start present in 
Japanese, that is um, only, almost is a Master first year, or Master 
second years, and they are learning. 
［研究員 R］Not new thing. 
［研究員 R］
So it’s a not, almost it's a very basic thing, that is first, and 
second thing is　um…sensei requests them, even they present in 
Japanese, but they have to write, the…slide, the tittle in English. 
［研究員 R］So I can understand.
［研究員 R］
And another thing is many of them, before they present, to make that 
study they already discuss with me before that, before that. 
調査者 2 Yeah, yeah, yeah. 
［研究員 R］So I can understand.
　＜例 16 ＞の［教授 P］の発言から、相手がわからないことがないよう配慮するとい
う方針に基づいてゼミの発表が行われていることが明らかとなったが、［研究員 R］の
ように日本語があまりわからない場合でもこの例より内容が理解できていることがわ
かる。その理由として［研究員 R］は 3 つ挙げており、1 つ目は発表の内容が基本的な
ことであること、2 つ目は［教授 P］が日本語の発表でもスライドは英語にするよう発
表者に課していること、そして 3 つ目は発表者がゼミで発表する前に［研究員 R］のと
ころに研究の相談に来るため前もって研究内容を知っていることであった。［研究員 R］
のように研究分野における深い知識を持つ場合、その知識が言語面での理解の不足を
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補っているようである。
＜例 32 ＞［留 D5］の発言
調査者
最初の１回目のゼミでは［教授 P］の質問のあとに、［研究員 R］などが質
問するくらいの感じでしたが、確かに、この間のゼミでは［留 D5］が質問
をしたりしていて、それは、［留 D3］の発表が日本語だったから ?
［留 D5］
いやー、言語の問題じゃなくて、たぶん研究内容ですね、例えば、私が知っ
ている分野であればできるだけ質問とかアドバイスをしているんですが、
私も知らない分野とかで、質問があるときにみんなすると思う。たぶん、
質問がなかったんじゃないですか。
　調査者が、7/18 の［留 D3］の発表に対して［留 D5］が質問したのは、日本語での発
表だったことと関係があるか尋ねると、［留 D5］は言語ではなく研究内容によるところ
だと報告した。つまり、同じ研究室であっても各々の研究テーマにより研究分野が異な
るため、それによりゼミの発表に対して発言できるかどうかが関わっているようであ
る。
＜例 33 ＞［留 D3］の発言
調査者
ゼミで毎回発言する人とか、時々発言する人とかいると思うんですけど、
［留 D3］はわりと発言するほうですか？
［留 D3］ ああ、ううん。そんなに発言はしないかも。
調査者 やっぱり、研究内容が違う人とかには、あんまり…
［留 D3］
自分が気になることにはこう…ケースバイケースで。たとえば、［日 D5］と
か［留 D5］とかは、何回も（発表を）やってわかってるし、まあ、普段聞
いたりとかもするんですから。一方、ほかの人…するっちゃするんですけ
ど、そこまで発言とかは…はい、しないですね。
調査者 それは、発言しにくいとか？
［留 D3］
しにくいとかではないんです。そういうのは全然。はい。そこまで遠慮と
かは無いんですけど。
調査者 やっぱり、研究内容が違うから？
［留 D3］
うん、それも。あとは、うちの研究室は、多分ご存知かもしれないけど、自
分の聞きたいとこを…大体聞いているから。
　［留 D3］は、ゼミではその時々によって発言するがそこまで多くはなく、それは特に遠
慮しているためではないと報告している。全面的にではないが、研究内容が違うことも影
響しているようである。
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＜例 34 ＞［留 D1］の発言
調査者
Last of the seminar ［留 D5］ was talking in Japanese with ［留 D3］ how 
did you participate the seminar like listening or like… How did you 
participate?
［留 D1］
I tried but listening sometimes couldn’t understand sometimes. But if 
in the Japanese if there is... has similar word for English sometimes 
especially word for remote sensing used in Japanese discussion in the 
English for same for example... comparison, classify, legend, sometimes 
I understand the topic. 
　［留 D3］が日本語で発表した際の質疑応答で、［留 D3］と［留 D5］のやりとりは日本
語であった。そのため、日本語がほとんどわからない［留 D1］はその時どのように参
加していたのかを聞いたところ、［留 D1］は、日本語を聞きながら日本語の会話の中で
聞こえる専門用語（例の下線部）を聞き取り、話の内容を推測しようとしていたようで
ある。それにより、話題を理解することもできるようだ。
5．まとめ
　今回調査した研究室は、日本人構成員が 6名、外国人構成員が 15 名という構成であり、
日本人母語話者が少数派であった。外国人構成員もアジア・中東・ヨーロッパなど世界各
地から研究に来ているため、言語的・文化的背景は多様であった。
　「研究室環境に関わる意識」について、日本人構成員は研究室に所属した初期の頃、日
本人が少ないという環境に戸惑うこともあるが、外国人構成員との接触経験が増えるなか
でその環境に適応していくと見られる。一方、外国人構成員は、自分たちが所属する研究
室を「自由な雰囲気」、「日本の研究室っぽくない」、いろいろな国籍の構成員がいること
で「いろんな性格もあるし、話しやすい感じ」と捉えていた。構成員が多様な言語的・文
化的背景を持っているため、研究室に多様性が生まれ、開放的な雰囲気を築いていると言
えるだろう。
　「研究室内でのコミュニケーションに対する意識」について、研究室構成員の使用でき
る言語やその言語能力は様々であり、英語のみ使用可能な構成員もいた。研究室構成員は
それぞれの相手に合わせ、一番コミュニケーションのとりやすい言語を選択していた。日
本人構成員は言葉が通じないということを受け入れた上で、通じさせるための手段をとり
ながらコミュニケーションを行っていた。一方、外国人構成員も何度も聞き返すなどして
理解しようと努めており、日本語がほとんどわからず英語のみ理解可能な構成員でも大き
な言語問題は確認されなかった。また、コミュニケーションの仕方に文化的な違いがある
などの指摘も見られた。
　「研究室内での役割意識」について、日本人構成員からは、日本語がわかる者として研
究に限らず日本で生活する外国人構成員を手伝おうという役割意識が見られた。また、研
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究室に所属して間もない学部 4年生からは、自分が一番下にあるため研究室の環境を整え
ることは自分の役割であるという意識も報告された。一方で、外国人構成員の研究員から
は、研究面で学生の相談に乗るということが自分の役割であると報告された。また、研
究室所属期間が長い外国人構成員からは、新しく研究室に入ってきた留学生に対し、研
究だけでなく日本での生活のサポートをしようという役割意識が見られた。内藤（都築）
（2006）の規範意識に関する研究では、留学生は、研究室運営の学年ごとの仕事に組み込
まれていないなど、普段から日本人の補助的な存在として考えられていることが挙げられ
たが、本調査の研究室では、「日本人構成員」「外国人構成員」という理由での区別は特に
見られなかった。
　「ゼミへの参加に関わる意識」として、まずゼミの位置付けが「意見交換」の場という
より研究の進捗状況等、個人の「研究成果の発表の場」であると捉えられていたことが明
らかとなった。主にドクターの学生に焦点を合わせて運営するという教授の方針があり、
まだ知識の浅い学部生等は内容を理解するというよりは、研究がこういうものだと見て聞
いて学ぶという位置付けにあるようだ。発表後の発表者への発言については、一人ひとり
が異なる研究を行っているため、発表者の研究分野の内容について理解できているかどう
かが発言の有無に大きく関わっていた。ゼミでは英語または日本語での発表になるため、
それにより生じる言語問題も少なからずあるが、それ以上に発表者の研究内容を理解して
いるかどうかという問題のほうが大きく、言語の問題は専門知識でカバーできる部分もあ
ることがわかった。一人ひとりが異なる研究テーマを持ち研究にあたっており、研究の足
並みをそろえることを必要とせず、お互いの研究内容を熟知するほどの必要は無いため可
能なものであり、共同で一つの研究をする研究室であればこのようなゼミの位置付けでは
なく、ディスカッションが増え、共通認識を増やす場となるのではないかと考えられる。
　多くの言語が混在する中で起こりうるコミュニケーションの問題であるが、参与観察及
びインタビューの結果、研究室構成員当人は大きな問題としておらず、様々なストラテ
ジーを使用し、円滑にお互いの関係を保っていた。
　今回の調査では、研究形態・研究内容・構成員の言語能力・教授の方針など、さまざま
な要因が重なって円滑な研究室運営がなされていた。これらがどう変わることで研究室環
境が変化するのか、研究室環境に違いが出るのかは今回のケーススタディでは明らかに出
来なかったが、様々な研究室を対象に長期的な調査を行うことで、この先増えていくであ
ろう「多言語多文化研究室」が円滑に運営されるためにはどうあるべきかが明らかになっ
ていくと考えられる。
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